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第21回社会福祉研究交流集会in埼玉

当事者から考える社会福祉
日程：2015年8月29日（土）13時30分～8月30日（日）15時30分
会場：立正大学熊

くまがや

谷キャンパス（埼玉県熊谷市）

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇
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＜第21回社会福祉研究交流集会in埼玉　参加のお願い＞
国民生活はかつてないほど厳しい状態に追い込まれています。「税と社会保障
の一体改革」に象徴されるように社会保障の公的責任放棄、国民負担の強化と税
による収奪が表裏一体のものとして進められています。
同時にTPP交渉でしだいに明らかになってきた米国中心の経済政策、社会保
障、社会保険の私保険化、自己責任論の強制の動きと連動していると見ることが
できます。
さらには憲法九条を実質改憲し、日本を戦前のような世の中にしようとする動
きと一体のものと考えることができます。
ここ数年の国民、労働者の置かれている状況、社会保障政策の後退はそうした
政策と根を一にするものです。
本研究交流集会では、⑴そうした状態を日々の生活、実践の中で明らかにし、
⑵その中でもいのちと生活、健康を守るために頑張っている実践と運動を再確認
し、⑶そして私たちが望んでいる社会保障や社会のあり方について考え、実践と、
運動、研究を展望したいと考えています。
私たち国民の困難は個々人に現れますが、問題を全体的、総合的にとらえるこ
とによって、自分ひとりの苦しみではないことを知り、その理由や原因がどこか
ら来ているのかを把握することで、解決への道筋を明らかにすることができ、希
望を持つことができます。
希望を持つことによって私たちが求めている社会のあり方を探り、実践の方法
として協同、協力のもつ意味を確認でき、自らの力にすることができるのではな
いでしょうか。
総合的な視野を持ち、希望と展望を持ち、要求と現場から作り上げる社会保障・
社会福祉を実践し、足元から（地域から）連帯、協同、協力を作り上げていきましょ
う。
� 第21回社会福祉研究交流集会実行委員会
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■�オープニング　＊文化行事　太鼓演奏　「小
こづちかい

槌会」（障がい者の太鼓グループ・下の写真）
　　　　　　　　＊主催者開会あいさつ

■記念講演　「報道と福祉」
　　　　　　　講師　水島宏明さん
� （法政大学社会学部教授）
【講師プロフィール】
　1957年生まれ。ジャーナリスト。法政
大学社会学部教授。札幌テレビで生活保
護の矛盾を突くドキュメンタリー『母さ
んが死んだ』や准看護婦制度の問題点を
問う『天使の矛盾』を制作。ロンドン、
ベルリン特派員を歴任後、日本テレビに
入社。『ＮＮＮドキュメント』ディレク
ターや同局解説委員などを務め、"ネット
カフェ難民"の名づけ親として貧困問題や環境・原子力のドキュメンタリーを制作。近著に『内
側から見たテレビ　やらせ・捏造・情報操作の構造』（朝日新書）がある。

■リレートーク　「当事者から考える社会福祉」　当事者の方からの発信
　生活保護当事者、認知症の方、高次脳機能障害の方、精神障害の方、知的障害の方及び家族
の方など

【コーディネーター】�寺久保光良さん（実行委員長・『「福祉」が人を殺すとき』著者）
垣内　国光さん（総合社会福祉研究所理事・明星大学教授）

■懇親会＜18時～・大学レストラン＞

【第１日目】全体会・８月29日（土）13時30分～17時30分

プログラム ※都合によりプログラムを変更する場合があります

分科会紹介（テーマ、ねらいは検討中のものもあります。報告者等詳細は現在依頼中です）
［１］現代の貧困と「格差」
　今年4月施行の生活困窮者自立支援法など、この間、「自立」または「自立支援」ということ
ばが法律や行政用語として多用されるようになった一方で、生活保護基準や年金の引き下げな
ど、社会保障は改悪され続けています。生活保護基準引き下げ違憲訴訟の闘いの背景と教訓を
学び、貧困問題への取り組みの実践などを交流して、憲法25条をより豊かに実現するために今
必要なことを考えます。

【第２日目】分科会・８月30日（日）9時30分～15時30分
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［２］子どもの生活と保育・福祉
　子どもの発達を保障するための保育・教育・生活について話し合います。保育所入所の待機
児問題や認定こども園への移行など、さまざまな不安と疑問が渦巻くなか、子ども・子育て新
制度が始まりました。これまでにもまして、子どもと親のねがいにしっかり向きあった実践が
求められます。
　貧困、生活苦など、社会全体の問題が子どもの成長発達する権利を奪っている現実がありま
す。こんな社会の中だからこそ、子どもにかかわる諸機関が横につながって、子どもを守るとり
くみが必要です。思いを共有し合い、実践や地域、社会のありかたを一緒に考えていきましょう。
［３］安心できる暮らしを保障する医療・介護・障がい福祉
　介護保険制度と障害者福祉施策との統合がねらわれている中で、社会保障改革の全体像を押
さえた上で、障害領域、高齢領域にどういう影響が現れているのか、それぞれの領域から実践
レポートを行い、共通課題を見出し、今の攻撃に対してどう対峙していくのかを実践的に明ら
かにします。
［４］福祉の市場化と福祉労働・福祉経営
　介護保険制度のもとで高齢者介護事業所はサービス産業化され、大手資本により系列化、フ
ランチャイズ化が急速に進んでいます。児童分野でも子ども子育て支援法の実施にともない保
育サービスに価格がつき契約化、市場化が進んでいます。営利化が進めば進むほど労働者処遇
は低下し、真面目に経営している社会福祉法人やNPOほど経営が厳しくなっています。労働
者を犠牲にした福祉の産業化が長く続くはずもありませんが、そうした動きに抗して、私たち
が安心して育て暮らし続けることができる実践と運動を現場からどう構築できるかをみんなで
考えましょう。
［５］（特別分科会・DVD上映）『月あかりの下で』を鑑賞して、若者の抱えている生活
問題を考える
　ドキュメンタリー映画「月あかりの下で　ある定時制高校の記憶」を上映します。
　多くの生活課題を抱え、悩み翻弄されながら夜間高校に通い、教員と仲間の援助により自分
の将来に向き合う若者たち。若者たちの置かれている状況と克服への道を考えます。
［６］（特別分科会）災害と生活問題・福祉
　東日本大震災から４年、阪神・淡路大震災から20年、被災者はどういう生活を余儀なくされ
ているのか、被災者には何が必要で、何を求め、国や自治体の責務は何かを考えます。

【費用】参加費　一般・大学院生　5,000円　　学部生・障がい者　　　3,000円
　　　　懇親会費（８月29日夕）　5,000円　　弁当代（８月30日昼）　1,000円

★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★
総合社会福祉研究所会員のつどい
　８月29日（土）午前10時30分～　同会場にて　あわせてご参加ください。

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇

主催：第21回社会福祉研究交流集会実行委員会・総合社会福祉研究所

総合社会福祉研究所 〒543─0055大阪市天王寺区悲田院町8─12
電話06─6779─4894　FAX 06─6779─4895
E-mail:mail@sosyaken.jp

◆申込・　問合せ
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　最寄駅は、JR熊谷駅と東武東上線森林公園駅です。それぞれの駅から会場までは、バスで
10分と12分かかります。
　JR東京駅からJR熊谷駅までは在来線で約70分、上越・北陸新幹線も１時間に２本程度停
車します。なお、会場は品川キャンパス（東京）ではありませんので、ご注意ください。

立正大学熊谷キャンパス　会場アクセス

立正大学熊谷キャンパス・
キャンパスマップ

会場のアカデミックキューブ

熊谷駅南口バス10分・森林公園駅北口12分
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参　加　申　込　書

【参加申込・参加費送金方法】
１）�上記の参加申込書にご記入のうえ、ファックス、郵便等でお送りいただくか、ホー

ムページからお申込みください。（第１次締切７月31日、第２次締切８月21日）
２）�分科会は、必ず第２希望までご記入ください。
３）�参加費は、郵便局にある青色の郵便振替用紙に参加費の内訳（参加費・懇親会費・

弁当代）を明記して、下記の口座へお振り込みください。

【口座番号：００９９０－０－６２８６８　加入者名：総合社会福祉研究所】
４）�申し込みは、ご入金をもって確定となります。お早めにご入金をお願いします。ご

入金確認後、8月15日以降、参加券･懇親会券等を郵送します。当日忘れずにご持参
下さい。

【宿泊ホテルについて】
　ご紹介はいたしません。集会参加の際の宿泊ホテルは、JR熊谷駅周辺にありますので、
熊谷市観光協会のホームページなどでお調べください。http://www.oideyo-kumagaya.
com/

▲送信先▲　総合社会福祉研究所（FAX06─6779─4895）

フリガナ 歳 男・女 一般・院生・学部生・障がい者

名　　　前 所属団体
職　　種

ご連絡先（自宅・職場）　　�※お申込み確認はFAX又はE-Mailで行います。必ずご記入下さい。
※職場の場合は職場名の記入を忘れずにお願いします。

〒　　　　　－　　　　　
住所

TEL　　　　（　　　　　）　　　　　　　FAX　　　　（　　　　　）
携帯　　　　（　　　　　）
E-mail　　　　　　　　　　＠ 
◆該当箇所にチェックまたは○印・必要事項をご記入下さい。

参　加　費 □ 一般5,000円　　□ 大学院生5,000円　　□ 学部生3,000円　　
□ 障がい者3,000円

参 加 日 程 □ 両日　　　　　□ ８月29日のみ　　　 □ 8月30日のみ

分　科　会
希　　　望

第１希望 １　･　２　・　３　・　４　・　５　・　６
※必ず記入して下さい

第２希望 １　･　２　・　３　・　４　・　５　・　６
※必ず記入して下さい

懇　親　会 □ 参加する（29日夜・5,000円）　　□ 参加しない
お　弁　当 □ 申し込む（30日昼・1,000円）　　□ 申し込みしない
手 話 通 訳
（29日）

□ 手話通訳　※７月31日締め切り。
※１日目（29日）のみ、２日目（30日）分科会は、配置できません。

車いす介助 □ 車いす介助

（2015年　　月　　日）


